
◎預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例等に関する法律の

一部を改正する法律 
（平成一四年一二月一八日法律第一七五号）   

一、提案理由（平成一四年一一月八日・衆議院財務金融委員会） 

○竹中国務大臣 ただいま議題となりました預金保険法及び金融機関等の更生手続の特

例等に関する法律の一部を改正する法律案及び金融機関等の組織再編成の促進に関する

特別措置法案につきまして、提案の理由及びその内容を御説明申し上げます。 

 まず、預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例等に関する法律の一部を改正する

法律案につきまして、御説明申し上げます。 

 我が国経済において、金融機関が担う資金決済の安定確保は、極めて重要であります。 

 このため、金融機関の破綻時に全額保護される決済用預金を設けるとともに、仕掛か

り中の決済の結了のための措置等を講ずることにより、我が国の金融機能の一層の安定

化を図ることとし、あわせて、流動性預金の全額保護を平成十七年三月末まで継続する

ため、この法律案を提出することとした次第であります。 

 以下、その法律案の内容につきまして、御説明申し上げます。 

 第一に、為替取引等に用いられ、かつ要求払い、無利息である預金については、決済

用預金として、金融機関の破綻時にその全額を保護することとしております。 

 第二に、金融機関が破綻前に依頼を受けた振り込み等の仕掛かり中の決済の結了を可

能とするため、仕掛かり中の決済債務を全額保護することとしております。また、預金

保険機構が、破綻金融機関に対して決済債務の弁済のための資金を貸し付けることを可

能とし、あわせて、決済債務の弁済や相殺を可能としております。 

 なお、流動性預金は、平成十七年三月末まで全額保護することとしております。 

……………（略）…………… 

 以上が、預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例等に関する法律の一部を改正す

る法律案及び金融機関等の組織再編成の促進に関する特別措置法案の提案理由及びその

内容であります。 

 何とぞ、御審議の上、速やかに御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

二、衆議院財務金融委員長報告（平成一四年一一月二一日）   

○小坂憲次君 ただいま議題となりました両案につきまして、財務金融委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 初めに、預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例等に関する法律の一部を改正す

る法律案について申し上げます。 

 本案は、第一に、為替取引等に用いられ、かつ、要求払い・無利息である預金につい

ては、決済用預金として、金融機関の破綻時にその全額を保護することにしております。 

 第二に、金融機関が破綻前に依頼を受けた振り込み等の仕掛かり中の決済の結了を可

能とするため、仕掛かり中の決済債務を全額保護することにしております。 



 なお、流動性預金は、平成十七年三月末まで全額保護することにしております。 

……………（略）…………… 

 両案につきましては、去る十一月七日当委員会に付託され、同月八日竹中国務大臣か

ら提案理由の説明を聴取した後、質疑を行い、十五日には参考人の意見聴取を行うなど

慎重な審議を進めましたところ、十九日、預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例

等に関する法律の一部を改正する法律案に対し、五十嵐文彦君外一名から、民主党・無

所属クラブの提案に係る修正案が提出されました。次いで、両案及び修正案について質

疑を行い、質疑を終局した後、討論を行い、順次採決いたしましたところ、修正案は否

決され、両案はいずれも多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上、御報告申し上げます。 

三、参議院財政金融委員長報告（平成一四年一二月一一日）   

○柳田稔君 ただいま議題となりました両法律案につきまして、委員会における審査の

経過及び結果を御報告申し上げます。 

 まず、預金保険法及び金融機関等の更生手続の特例等に関する法律の一部を改正する

法律案は、金融機関が担う資金決済の安定確保を図るため、金融機関の破綻時に全額保

護される決済用預金を設けるとともに、仕掛かり中の決済の結了のための措置等を講じ、

あわせて流動性預金の全額保護の特例を平成十七年三月末まで二年延長しようとするも

のであります。 

……………（略）…………… 

 質疑を終了しましたところ、預金保険法等改正案に対し、民主党・新緑風会を代表し

て峰崎直樹理事より、流動性預金の全額保護の特例を一年延長して平成十六年三月末ま

でとするとともに、決済用預金に係る改正部分を削除することを内容とする修正案が提

出されました。 

 次いで、討論に入りましたところ、民主党・新緑風会を代表し大塚耕平委員より両原

案に反対し、修正案に賛成、日本共産党を代表し大門実紀史委員及び国会改革連絡会

（自由党・無所属の会）の平野達男委員より両原案及び修正案に反対する旨の意見がそ

れぞれ述べられました。 

 討論を終了し、順次採決の結果、修正案は否決され、両法案はいずれも多数をもって

原案どおり可決すべきものと決定いたしました。 

 以上、報告申し上げます。 


